
別府沼泉の調査の結果に就て
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別府温泉の一斉調奈は京都大皐理製部附事火山温泉研究所別府研究所(旧名京都帝国大

署長地球物理奇異研究所)に於て旧別府市内温泉を大疋十三年同所創設者志問教授指揮の下

IL，更に昭和八年には野満教授指揮の下l乙，前後二回ゎ調査が行なはれた3 色川温泉を昭

和17年に，朝日石垣地区の温泉及噴訴をfltHn19竿に，各一聞の調充を行なった。昭和241r:
大分鯨双別府の依舗により重ねてとれらの~}oItf調査を行怠った。共の調子f結果より温泉分

布!乱 ifuU曳台帳を作製しょ!t::?)分布闘を画き旦ぅ調11:4主:項を整理した、前後二阿，特l亡旧別

府ili内温泉l[.就いては前後三聞に沙ってq)・調査を比較研究することによりZllJ(f温泉わ鑓濯

をili究するととがIH来る!待機に至ったと思はれるつ

先づ地J111的分布;IJ~態及泉脈等:の閥係か ら大別してili部の旧別Jj:j.ili内温泉，北部η亀川fE

泉及中央及白部の石河地I忍温泉と三つず〉地区Ir分けて説明する。

第ー筋書別府市内温泉に就て

t. 温泉分布の饗動

旧別府市内温泉は別府調泉地帯iて於ける孔数放も多〈且つ?l'i集 して居る地区であって日1)

J(filili.泉の主要部分である。京大別府研究所は大正1:1年創設せられて以米物理的化事的な目:

々の調布研究を観行し共の結果は機関芯「地球物理」に護表せられ，日IJ府i温泉地帯乃内で

も最も許.しく調奈されて居る地区である。一列調子Eは大正1~~のS ， 9J:J I亡 :~~.一回を，共TJ 後

日ドを来iiて，昭和町三7，8月lと第二聞を行ひ其ι後16年後C昭手1I:!4年7，吋'JI亡第三回目の訓育

を行たったのでるる 。調子正わ内芥は比較に者1)合よい様I亡前二聞と嬰々同じで泉孔の所有

者， 1東川手f.使J1J目的.im出口の所在地， 穿掘年月日，最近加工1，1'.pj[1.深度，埋f21管Hi

別，同日何，腕'己主上の使子~， 等 J.l<.管種目IJ，同口保，延E分湯敢，元'ríi 7)有無， 浴 槽の引1，1

敢.形!IJ~ ， 構造等を調子iL湧IH最，温度をiWJ定し，向季節的l:Ai例iタの野響を使JJj者iて於て

常識的 1[.感知せるやをIIHひJ~l し是苛;乃事項を務Hll記帳して温泉台帳を作製 Ltこ ， f，¥r共η1也

の科~!的危調布研究罰鍛わ千j・る i原泉には共れも合せて詑載した。

( 2¥l ) 



別I?J'温泉の純調査の粘呆に就いて

旧市内温泉1/)孔T肢は台1I反面に於ては印jに除孔に成ったものや，棋利はあるも放任若しく

はJ_~\決したも ω掘撃に失敗して湧出せざるもの等有り，共の反而新に苦手掛したるもの有っ

てJ~の綿教は沼ー去の如く大疋1;;には l~J~ ロヲ Ifi{手11 "年には1¥，'，(日に増加せるも昭和2-H子

には12:i Rに減少してかJる。 Z瓦1貨に j易を H~ してmる活動湧11\口は大正 [3年に 8% 口でその内

5~ -14 白然訪J~はい口他!主悉くす姻温泉でるったュ昭和1 ii年lとはjl)日

平次 i台駅孔磁iiM占日放|々 減じ;λ(;口となり，今回の調布iこは克に間口を減じl山口と成

大正1;;'Fi 12 ，2 I 821; I 
.-'_ I "_， Iって居るりと t内自然湧IHは11口である，第・闘は共の分布岡

:Ill-.f'日 8司王1 1394 I I '，t; 
11!3;U!三 1

昭和24K 121R G7A 
tn-49，jド1

を示す。泉口の最も結集して居る所は市街地の時々中!との流川

通りに少し{頃いた紘に沿って居り，共の;:J(が漬1協池院でるる。

之れ等の地!I:~t土古来より自然湧Il\温泉である泉脈に常る庭であって，と L に一つの地質構
(1) 

iiI-料lがιって出るととは地球物理第一巻第一蹴C鈴永政達氏の論文に述ぺられ共'7~ 後野満

叫士山下町製士はf!-i内の地中温度'vHJXeから泉駅 T)イt在を確かめ，聞の湯!R脈，演脇泉脈の

以外Ki伝!日j寺1;(!近で日|の湯泉駅l乞平行に走る自烈湧出のない泉脈である海門すご泉脈と三つ

の泉!眠u{{(ctる引を見出した。現注目勤湧IP，口の曾ff長官J士川の湯泉nuf-:が最も大きく共

の技大?許可:官は1111)ヰミ"乙)jに約;')口の多数でるる。昭如H王子と今岡の調j!tIC:於ける日助湧出

口にt.;.J1::'_，ilの/);q可l土地l史λi毘泉問自や温泉源にも五五}J及経1fi-的なt条件に依るものと考へられ

る。-，二の Jf，~'rlxから温泉源切さ到を抗f;主する 'H は他l乙有力なる資料。無い限り間l.ffi な事

と忠はれるが，結県は杢活動湧11¥nは減少である。地域的i乙見Q と村i"rJJIIして居る地域もあ

る。自[iち/!iのjiJ泉阪では現状維持か又は村出IJII，栴"]寺泉ilV付近は増加1，共れと反割に演脇

泉脈上ではがJ ちらに減少して居る。共-7)他同医)~.易泉脈の南側ffi.ぴ山の千方面が減少を示し

て居る。之の減少の多いr9i'はー孔官りの湧出量が少<iJ~，泉も 11~い所で，此 D地域乃温泉源

の衰f殺を物語ってゐる叉優勢なfIli01易泉脈及悔I"J.'i:泉脈では増加して居る。

2. 穿掘深度

'jjtL/ノi奈さは自然i男tHを村つ問の湯泉脈では大休IC:於て比較的慢し之を遠ざかるに従

うて深くなるェ同じ地点1<::於ても，湧/1¥量の増加l泉温の上手l・を期して漸次深度は凌濃協に

深めて行〈傾向にある。 i栄皮は質illljずる事が悶難なま3所有者・又は穿明者に聞いた7)でもある

から，長年後で]E{i'(tHζ記憶してないものや所布者の費11!で全〈知らない者等有り，正確は

記 L難いが大休乃傾Ij可は 11:1して居ると思ふ。 U~二去は三回の調!伐に基づき傑度と孔敢の閥

(1) 1Ili-渦・ 111下. 別府奮市内の地中温度分布と温泉脈.地球物理?者 3号・

( 30 ) 





別府温泉の線，tl"1査の結果に就いて

係を深度 10m毎;二統計したもので共れを闘にした 第二回 !日別f(.PJj内j収泉深度統計

/ 
予し

ものが弟二闘である 3 大巴13~l'-に於ては 41)-50;jと 敷 •..•.. 1924" 

1933草

1949" が最も多く最深167;jえであったが，昭和島年には50 醐

-60米が最ー多で最深 270米に迄増大した。今回の

調売では50_00米及び 100-120米の所i乙樹えが 明 l

aうり 30~米を越へるものが l 口もあった3

穿堀温泉の年令
一広

'曲、A.

埋波管は一般に竹管が主として川ひられるも所によっては餓管がJIJびられて出る。共の

詩命は泉町場所j見出量の多少に依り異るらしい 3 現在所勤湧/l¥口の穿堀叉は没j来してから

のよf均経過年教は13年であるカ、長いものは3j年以上を経過してf~J湧 11'. して周一るものも有

'る。活動j男H¥円久最近穿堀又i土沈没して

からの車3過年教と孔教の関係を"I:.I/Ijぺると

第三去の如く成り厚手11~ 4{1ミ rð，'tl1fの時に.，

3.:1 I年から7年川[l]rr於て!間11;-i'.f.のと比較し

!日
別
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別1m民主主の総訊l査の結果ーに就、、て

一般に自然減IH を持つ ~H c;_湯来!眠;及海門寺泉脈J:.で年:数古<， との泉脈を述ざかり泉jR

低 <i兎11'，量の少くない地域が短かくたって居る c 叉前述せる活動湧III口敏の減少もとの年

数ο短カ山、所に多い事が認められる ι 而jし的ケ演地域以〕如く比市泊句低ilIJでも拐11¥誌が正な

れば長年 }1C)諮命がある様であるι

温泉7K9J~はiωI 近くと海抜 10m以 hJ ， 山の手右函及潰脇l亡於ては地支より低(， 11[::等の

地岐に 'パ、てはi谷械を地表より低くす叫か， 又はポンプによって投手

相内に汲上げて居り共("ノ他三地1攻‘に於一こは;毘泉水lfjjは地支以上て・

日明して居る G i刃山口(Ii高さは湧出量と主大左る関係を千1し同 第

時l乙泉iliil存命本に恥係する鴻ー・般に111来るだけ之を低<Lょうと
!日

する傾向に るら。之ν，iKJ)M兎出水{i].と静止7Kj，'!j剖IJljft~:i~泉全体j) 耳IJ
Ir:f 

内
j瓜
泉
の

PW起を考へる場合7)一要素と成る Dでらる b~ ら他日この方而の制

4. 湧出温度，湧出量

作はゼーひ行なはなければならない問題だと忠ふ。

、長11:1Z子

|八 l 四
年 ¥1 年|年

ffi _J_I_!~~主 II!WI

衣I1) I ]4 !唱 1

1 I 50 60 

4

b

G

 

2

2

15

7

4

8

9

 

1

1

1

I

H-
-4
 

lit
-
1
1
1
1
11
F
L
i
ι
l
 

け

円

9

1

8

1

9

η
J

‘-
n
q
H
O
I
U
τ
』

ny
“，
E

7 

命
止

i ~it Jj.~ I'i i~:j Jùl て・ 1うれば利川 ~l的をはたすが， ii1i:i昆主制t;;j:?J:するため 干し
韮:q 1() 

にはi93H¥置のjくなるを要し，問者は密接な関係があるコ

泉i:1 i!!lJ>とは H'， ~E得ればi兎 IH 口で行なうたがj男 lil l:J (i J{，!.世や保

設の蹴係から問主してiJ!lJjとがl羽維なるものは元箱と自与する拐/l¥r 1 

とi谷柑のrl'liiJIこli:ワて;;'i十九へのiE，号:七J，t，j節する一つの小1}，/)ì'{~11で'iWJ

〉にした(第IJLI医参!の沼Ill-吐は1Li-柑を汲み乾t_，-c之に入り来る速

さて・測定したが特砲のトi'，~遣を有する者・やポ ン プで;反 (-.げるもので

;]11;広が許されない 'jitt.Jの ものが幾っかあった、

書
え
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我々の得た泌川量は結};，j

現'erl乙地上tて放流せられる

湯量を示して居るとぷふ 1{

がi!l来る乙過言iご:1f:!11'i;;j.'，11r. 

及今i月I'r_.;n，'.j伐の結果Jl:の分
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別府温泉の線。J日査の結果に就いて

-111の分布に就て三[fllの場合を1t*立すると如何に援活してきたかピうかどへる。

2:)年間を泊じて共通な事貨は泉孔の最も多い流IIIi泊り間近の同 Jつ湯温泉脈を境として北

栴門寺附近までがf.~ji_Lilで湧 III景多く之より南 l;て行< l-r従って泉温低〈初出量も減少して居

るコ又海r'j寸・附J!iを越へて北lL:j生むとjリ'}tH:1itは多‘ゆ111jftは低くなって居る。

三問う調子主に於ける泉温/)イ'}{Jj(ClViどすると著しい特長が現!まれてゐる 0_ ~pち， 5ヰ C等

iml線のかとむ而iも11は年と共1[棋がり.弐第 l亡海門ミ~:iL'li)ì~脈を明琉1L見られるjやうになって

きたつである J とのうfJ~;l:は Î' 均泉温￠低下その ft~，:bゐら批むされる地下温泉源D弱{じと一見

矛目してゐるやうにみ、えるむとの原因は穿掘深度の増加にるよるが，との附近一帯l乙i!JJm
l1!:がJ1ゆ11して深部の高海水を誘出せ Lめたものではないかと考へる，別報告のお詳盟7)調

抗にかやうな類似の現象が見られるコスl市川Ijtii反もi楽部ではー泉ilEiらしいととの暗示を乏

ける 3

排出量は泉孔の;;I~-~i'に依り多少の減哀あり i兎出口水記{乙依っても左右せられる一1: 1乙海

jい附近は朝iタの影響が千fる 10に共心地域自"'l{~化を訓ぺるおは困難であるが，今市何を 100米

千方lζ匿劃して共の内にある全湧出口の組、湧出量 Jk.2j5_:均初出量を求めると大休共の趨勢が

dコかる。第五司六，七，十|沿|はとυ杭にして描いたものであるコ三国共泉脈上てす兎出量が

多〈泉脈を遠ざかるに従って少なく成って居札中でも問の湯温泉脈は多量の湧H'.量:を持

つ';1探訪111もあり非常に多く旧市内出泉の大部分の湯はとの kにあるといってよい。
第十一伺
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[9.24 

4 ・_19ヨ3 ~~'-o\.. __  

(9刊;1/、
/げ、

f 、
Y¥ 

""白了0・c
田市刷ぷ耳い草・匝ピ;st.私

第十二回

〆?"，. 

3。 s・aぅ

海円寺附近は後れて開設せられた昂に年を粧

る程泉温もijJIH量も増大して居る。潰脇温泉

脈は次第に孔教の減少，泉湿の低下， i93)-l:l量

の減少を示してきたコ各泉孔の泉ifil.及湧出量

をJ長ilは日υci必I:H量はユL/Mc'):jfl):IC孔1肢を

言l'統ーすると第四去及第五表の如く成れ

之をグラフにすると第十・ノ十二岡町〉主i~ く成

る雨価Ib当ら知られることは長午を配た後も湧

出量や泉温が殆んど同じWi恕fL::0るといふと

とであるが，詳細にみると鑓勤が見られる。

泉温に就て見ると大正13年lて比して昭和 8年

( 35 ) 



別府温泉の線調査の結果iこ就いて

は高温度泉孔教が

ZX次

大 附日召

i大
増加して居るが

JE. 和 郡lここ
+ 十 十十

告存 三八問 一八四
昭利'14"fに於ては 表開 年年年 費事

1924制19:13年:1fI4i:l年 ヨ，: i l92年4~:19年32年119.1年0年
表

前二問iひとして低
l日

<300 4 <; Lj::¥r 158 96 72 

}.lIJ く35 3 6 
l目

、!O 216 173 1::6 
温度泉孔教は増加 1E5Fr 1 府市 <40 ]4 18 ]9 <15 155 170 ]:;0 

し高温度泉孔教は 内 く45 6!) 仁0 戸 .) ぜ ~O l2 82 75 1-
内

i思 <50 13長 J26 131 n~1. 2:; ~O 46 59 
減少して居る。

泉 』拠 .，・M

7c'~ く55 160 162 ]64 
i兎

.. ~~1 1) 25 41 d;) 

泉 く60 177 169 151 出 く3.') 13 21 n 
全孔数の子均泉ta 統 :fit 

言f く65 108 129 86 統 <10 7 24 17 

.は大正1;L年5.).038 く70 2壬 37 11 菅t ヘ--...~G 14 J6 9 

70く 。 1 。 {.， 13 28 40 
C昭和 8年九.1.、06 l手L 1段 fR7 695 口4~ 孔 1設 7::1:: 697 r>nn 

('と F二昇し日目玉1124 t 平均 53.38 54.06 5.2.11 平 井j 1372|1720 山 8

年三:!.'11Cと成事昭和18!1f-f亡比しで1.¥)1)。υの減少ぞ示して居る J との事はU3別府市内温泉

の温泉熟;源勢力を考へる上陀重要なる事貰でるる，i勇出量i亡就ては後に成るに従って湧I:U

f置の少なるも iりは減少して犬なるものが府カ11してゐるので結防全体を千均すると大 IF..P"1三

1;，.721，/九I昭和1均年l7.:?loL;".:¥J昭和叫生f-1¥l.;18jLJI と後に成るに従つて場加して居る，とれ

はifi動口がi'fi-H¥量わ少ない地区で減少し多量た地区で増加した結果て・ある。f{，!泉涯の地域

的建化を見る需にR3拘 バ年に比較して見ると地域的には界i躍して居る問が有る。印ち，問

の湯泉厭，海F'j寺泉脈，及共の他断片的な昇温をして居るが，大部分の地域では減少して

居る之の昇t自の理由は既iL並べたi勇HHif.に就ても同様な鑓化令調べたのであるが，全般的

t乙1合加を示し~.r-I'L 11Jの千方面及海門子J'附近て・多量の増加を示して肘る。

演l協泉脈は過去には自然i勇出を持つ優勢な泉脈でるうたが，現在では自然湧1:11お:< 7k頭
低下し表徴の傾向にある包

旧市内の温泉の三日のIDi'i博結果最高泉温，最大湧出量，最高深度及湧IU査の綿計を揚げ

ると第六表の如く成るヲとの内，推定締i9J出とは測定不能湧tLl口の問川世をi!IiJ定湧ILI口の

平均湧出量で湧出して居るものと見倣して計算した綿初出量でるる a

( 3G ) 



別!I'fi，'，Hi!の終調査力事古来に就いて

第六・ぷ !日別府市内i既泉(N;i兄

hMl 蹴|最初 l 活動口数| 総湧出 於 l 
年 次 I Ifl I 出 l一一ー〔一一寸一一一 I 1 日制 大量川口 13J!品!な、!?|計卜・分間|一日 ト日(巾打推附良定)1
大寺日主f年 !トι8。句6C!J:引引;3羽JI陥 kQ41J!717 l 1的 ! 一ふ{パll U日).0品JJ;r:‘ド:玲いs
H昭B和J八k年 ||Ln l| i n! !| mJ 34i m3J i 1 U 3 3 |H7 1 . 。5 C p同47.G2[ 27 盛削1川B川 Gω97 I f>9 I 7;，6 I 1 ヨ.03 Il7.:¥2x川10:1ω:d103.幻.IつxJO:l ! 

馴三十四竿I_nr.nJ， ~ J n^~ 1 _.__ i .，o! ，， -. I ..~. 1 m:11 m:{! 
間 169.08CI812.8:!1 ::0州側1 0814;7411174116h川18.S')x103 I 

上表わ如〈昭手I1 S~ドに於ては大正l:HJô Iと比して最高来i乱 -"j'Þ勾泉iÆ.共 l乙上昇しi県出量は

がJ二割の増加l を示し泉加勢力の優~舎をぶ して居た乃であるが 10年を経過した今円 l乙於ては

.?j¥均JiL温は約2'0減少しimtU-;I!:に於ては昭手118年と吃りなく沼IHして居るのである。

i!J}!i'， :~:は雨量の大小 l乙依っ て増減す るので・有るから共iη測定期間及び数ヶ月前の!日吐を調

ぺなげればならない、第仁支には二聞の調奈季節に於ける降水荒を示す。
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第ヒ表調査時に於ける雨量

大正十三平 I4月 15月 16月 17月 18月 19月 iz抑制問

降水 泣い92.2/ 263.211 :¥2. ": 2')6. 11 236. 11机 418月及9月

昭和l八年!日月 14月 15月 16Ji 1 7月 18月|調査期間

降 水 長 [105t>i 2ls.1/126. 91 JWI. ~ 1173. 41 J6s.71 i月及8月

昭和ニイ例年13H /4月 15月 16月 I7月 18月 j調査期間

|降水 )1::: J 3::'. 61 J 0:1. 01179. 0/ 5Gけ事1365・3123ti. GI 7版 8月

るから之に依るi5J出I.kの減少が考へられる。今同の湧出口平均年・令11昭和j'Hrl亡比しで4年

程古いととに友るが，雨量の影響による程のものではない3湧出口教は昭和 8年上り8:.>口

減じてゐるから平均視出量は増大しその結果泉湿の昇現方湖侍される筈である 3 が結果は

逝に低下して居るのである。以上の事からして金設的に考へるとn;係IJ8 1Ie-1L比して重量分表

徴の傾向に千ずると考へるのが至蛍では友からうかコ

ではとの鑓化原因は何に依るかを者・へるには先・づ共の温泉の謝接持~ O_ì !;;<~{ヒ原因を考へな

げればならなぬ。共の原因の内で ノjtf下çr:;'~iÏf化に関係あるものは

(1) 鹿女水量の強化

〈乃7) 



別府i恩泉の維1訓;査。結果，:-就いて

(2) 温泉水路の礎化(泉眠ぇ;捷巡〉

(:Ji 浸透水に鑓化〈雨 q:~) 

同 温泉熱源の質化〈後火山作用の箆化)

3宰が考へられる 3

(1) 

旧別府市内の温泉水は庭Y:7]¥と浸-透水め混合である事は野満博士池田i鶴野雨理事士の長

年IZ:亙る蹴iUiJ資料によって調夜研究の結果明らかにされた。共にも結論によれば魔女水量は

杢休のコ574の多量で市}も数年間では官会り鑓化が認められない他l主浸透水で雨後三年の長き

に五うて作用するから防水量を測定して行けば温泉水路に活化なき限り大体の予測は可能

な由である而し魔女7klこJ;ltでは長年間少しの徒化もj尽きやは疑問で共の後の有力なる観iUlJ

'?fnを得て解明される問題である 2

温泉水路に此ては地震や火山爆張、共乃他突設的事件によって間々異鑓を見るも今回及過

でi二同の調tf:結果を比蚊して質化が起ったは考へられない。最後に温泉熱源D裂化である

がとの逆化が有れば之れから生じて来る魔女水にも営化を起す事が期待せられる v)で魔女

水の[JiJ;週が解決すれば白ら解明せ・られる考へる。故に共の原因を正確に解明する事は長期

間のfilJ断たき観測研究の結果によって解折出来るであらう。その結果により正確完全なる

釘策を講じはければならない3

第 2節亀川温泉に就いて

1. 概親

旧別府i!i・温泉昨に次いで・穿孔敏多く且つ術集して居る地区が別府Tli北部亀川温泉であ

阻〈み

る4 温泉j勇tll地域は大字亀111，野田，内ー逼でとの内に別If.J温泉D最北端温水及最西北f症の湯山

が合まれて居るコとの地帯は後火山作用の盛んな!有で照波閣の沸騰泉，血jつ他地獄，問駄

泉の音E各地獄湯山フイガ城等強1をなものあり，噴気叉は高熱水をl質問し自然現出は磐井泉

よりも高温で而も多量に湧出しょ誌の組量は亀川温泉全体の牛に建する。との地区に劃する
(2) 

-列調布は昭手1117年九..月に行はれJ与の結果は軽部理撃士に依って報告されて居る共の後
、3;

後藤理皐士は化製成分の分布から温泉水系の研究を行ひ共の結一県錨川温泉水は三つの異な

(1) 野i溺，池111.市IJlf別(:)温泉涌養源としての雨設地球物:mt2谷2披

'， 2: 軽部別IU市亀川i，~泉に就で地球物瑚 7~2腕

3 後藤則的1，亀川浪泉に於ける cl，804， I-T C03 分布に;坑で地球物J;l1[ 7~2挽

、.J
A
x
u
 

nuo (
 





別府j思泉の糟iJli査の結果に就いて

る7k系の混合である事者と明らかにしたっtMill-f'浦Ji1i:土， (1)後藤lfll~士は野 ffl部落￠若干の
温泉は初出7kil}iと湧IH:;[との閥係より裂鯨噴出なる事を判別した。

今度の一向調流は第二回目であって旧別府ïlí内清泉の)tIl，J脊終了後引続いて行ったっ~r.'J ~t 

方法は旧市内に於けると同様である。

第一岡は共の分布闘で，第一家にかかげた通り活動日教は:128 日から~47 口と j或り 1 リ n の

ζの増加lの一部は大字亀川の山.J)-'ヂi乙在る増加を示 して居る。

初出口が冬の乾燥季l亡は鴻111せぬ季節l乙前聞の古阿佐が行はれ，

夏期雨量地大f(1'llって湧出する季節に今回の調不Eが行よれたと

とに よると思はれる。総集JEは大字:亀川が最も大雪〈最大で[00
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穿掘深度2. 

す~~11i架度は Il:f!'{i;はJ回し難いが大1*に於でご:ml 心。n"11tjI~ ~こ同じ傾向を持って居る~ I日別府

ili内温泉!士後年に成る杭深度が増大して居るが亀川に於ては共の傾向は無いコ第二表及第

二岡lま三回。調査に於ける深度統計・である。

4 
fdfhxJjtf 

よ菅原

さ.れるコ大体に於て大字亀川の山手iこ於て深度瀧〈海上;.cIi_ 

第二闘で見られる

旬
キ
片
平

向
山

骨
引乱広甲

小
一
吋

如く二WiJとも同様深

るが之l立地峻，~'~な子会

7]'(系を示すものと解

南部地区l乙於て深度が深く成って居る。

j照波閑附近が長も深〈大f判定度 lGO米間近i乙於てi!I!lH黛泉を

得て居る。

穿掘温泉の年令3. 

穿射叉は泣j業わら年~QDち泉孔 ~Iζ令は 101 ('.1'J， f-.のものが

¥深皮年¥次 I昭和l咋 |l昭事日24年
HI生3 I 1!J4!J 

く10m 。 2 

く:'.0 7 7 

く:;0 リ. 7 

<，10 11 ]6 

く50 10 9 

，/(;n ]7 14 

<70 ? 9 

<80 日 7 

く¥)0 " 'p ， 
く10) 4 t 

く110 8 5 
<，20 生 3 

く130 .. 。
く140 1 1 
140く 11 8 

線対 91; リl古

平均深度 77.r-. 

具を示すもので温泉

皮で三つの極犬があ

“。唯

第
二
表

亀
川
淑
泉
深
度
統
計

相常多〈共の'1.;均年教はニ固とも 12!fl江で|日日IJ/f干市内坦泉

地球物理3~き I ~IÆ itt泉i泊目Ii誌と*頭とのお116M其のご裂縛泉

( 39 ) 

(1)m渦，後E事



別府温泉の総孤査の結果iι就いて

&大差が無い。各年の新穿堀叉は波操教は旧別府Tli内の温泉敢の約%-M1J江で活動口鞍1)

比に比較して少ない。之は亀川温泉が旧別府rti内l乞此して優勢で・ある事を物語るものと忠

.s、。

湯出量湧出温霊，4. 

前後二回の調布にf:l~T ，泉温は西部芝石，血の池，野IH及東南部埋立，照波調附近が高

〈北部に行<Iこ従って漸弐下降する。泉湿の最高は西部及南部の 10;)00旧jJIJ/ff市内D最高

i}ilL.;9.0~(~~C此して活に高温である。

向寄与iE線は舌)I};，I乙NIぴ出して泉脈の方向を暗示して居る。 j月出量は血つ池地獄'J)自然

西部方面及IYj部，市東部I1:Y9J初出が最大で 21l8Lj.'Irで・あって別府温泉中第二位にあるう

第四岡

泰，li_~~ Jt:妥巴ヲL致fJll量が大?泉iloi分布とよく似て居
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別府ii!泉の総調査め紡5誌に就w、て

泉の概況を表示すると第五衰の如くであるコ

年次

昭和17年
19~2 

昭和~4年
1949 

推定制i兎出量は!日別府市温泉と同拡ーな計算にイムゥて出したもので，今-回ø~思~1計こ於ては

前越の如く平均泉温は:~.O~~7C増加1 し親問L1~-;ltもこ τ1]1)， r.<:C増加を示してゐるのは雨調夜明

山季節的作!誌によるものであるととは既に述べた。三欠 11:両日誌~1E期の雨量を表示する3

雨量は今回の調奈では例 第六K 調査時に於げる雨量

ヨiミにない多量で温泉勢力が l昭和l十ヒ竿 10月 11lJj1 川 11月 12H13 J11剖査JgJ間

減少しない限り増大すると 住竺竺j山 1isul834]60|町 !Jll1ピiごとをと
と同然であって之に作っ |昭和二十川..月己王己~I~ 月 I 7月18月l調査期間

聞降 7水It j却I詰:.:11日均2.6釦i1ωOロ，(川IjIi河9..0叫1[，6仰0.8別136白5.:)司j2;{浦t沼6.6Iげ7月及向月
7たニJ泉昆 i湖毘の上昇昇-も E亦8か三γ汁'I~日J

るニ以 kの融点からしと泉訪:;(J.J.}-J)は少しの減衰の位は無く優勢で有ると判断される。

第三節朝日，石垣南地匡iE泉に就て

朝日石趨地区は別府，!iの中央及西部で康範囲It散在して居Qが第一闘D分布闘で見られ

る如く北部方面と南部方而の二つわ地N.H'L分たれ共の中市]には千F在しない事は注目すぺき

J!;である 3 之の二地区は何れも別Jiti毘泉中で，後火山作用の最も旺盛な地区で自然噴気撃

;11:によるH武筑叉は海地獄の如き高温多吐の自然視IH:hりて別府温泉地帯に於げる所謂「地

獄地帯Jであるo ill;俗l亡;地獄とぜふのは高温多湯山主7_)自然湧出湘泉を指すが，人工穿身li

によりて同様Z強勢な温泉を得たときも之をJIH哉と得してゐる二

第一闘の分布陣lで噴気孔は二重丸で熱水を湧出する普通の温泉は黒丸休止口は×で示し

て有る。一見して分る如〈上人ケ鼻附近を除いては大部分が噴気でJ与の密集地域[ま北部に

上人ケ鼻，鋲jf'命， r明呪舞，南部に閥f海毎ご.4h1 

1亀亀f丹州十刊lのI亜島;泉曳に(/)女如日以<-~地区に蹟範創lトい:4;1守i に互らすや3犬f休本直線的買左E介布をして居る事からして一ワの
(1) 

1佐賀締法娘 kの亀裂より噴出して居ると推断される c鈴木以j土氏¢論文にも多数の地構浩

(11 鈴本別 1:) 附近の地史と温泉駅地長j‘物現1~き1.
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別府温泉の紙調査。干i'j:!l~に就いて

rltll~;道線の存在が示されて居る質際断法紘が支;lJîに Ilfj膿に表はれて居る所も有って，との

扱な防Iでは所々 に自然Jtst策自」然湧出或は温泉絵土が見交けられる。

との地区IZ::封する調査は昭1:1119年iL行ひたるも高熱蒸集自然噴気等危険を仲ひ調奈は困

難な_1-:.戦時中は人員も不足であったため完全な調査は望まれす京共の結果は今だ会表され

てない。/j'J互の調主主も土建の如き問題を伴ひ旧別府市内及亀川の様な背ー通¢温泉i乙劃する

如き調布は常めや叉従って此校は前二者程量的には出来にくいが大体の概況は掴む事が出

第 一 夫
来たと思ふ。

i台帳面口説活動口致 l
市助口数は山口で，との内噴祭日教は 84口で大部分が噴 I------'-i普通泉滋!噴気孔|

新形成してゐる"(第一表参照) I 拙 I 65 I 84 ! 
深度は上人ケ鼻が深く大休 190m-~80m の/11]である。噴気の深度は大部のが100mーl i)Om

11:<:であり。共の他横井戸等自然湧出が16口ある。

泉i:I乙就てf字通¢温泉K就ては測定は割合に簡単に測定出来るが町気は施設の構浩一上叉

はrl然町T訴で近づき得ない様なもの等で測定の出来ない事情のものも有った。泉温はJ:人

ケ鼻附近海)~.=では南部に進むに従って温度は低下して居る。共の他の明筑孔を有する地区

の普通温泉は一般に温度が高い。噴気の温度は・般に大なるHl違 ・

は1)!li< 1J5'lJ - 110'0までの問のものが多数であって段高は141.500

を示してゐる。 第二表及第二闘は共の統計及びグラフであるが、

1: 'Hの速が現はれて居る o現出量に就ては別府温泉最大のj見出 111:

を持つ n r.{ij引 I~の海地獄を始め強大方:iiJ.ltl.¥ -ll~: を Jiつもの有り，共の

他明主(V~ 熱i}j~t~利JH して冷水を加熱して温泉としてili内の温泉の無

い地涯に引湯し浴用に佼JIJ 第二問耳:S抗計

されて居るものも有り，共

t<z 
の引湯距離はPLJ1:午にも建す

るのもがある τ泌/iHt統

計及概況/r::R.ンJ-;すると第三

表及第VLI:i己の虫n<成るう f古1

j兎出世統計を|凶示すると第

三回|の如く成るュ
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別11:1'i血泉の線湖査の紡呆に就u、て

P({気による力11熱温泉の:設は加熱量~ 有名 ι~:守必要品t哲↑ iI必巧H i 分ll; !l 門H 榔叫 i ! 
也の構造やj主中川崎水叉は共つ時 J永し

f，:¥L 

のi合水に注水丹li態l乙依り測定の111
えら i ・

~1~ ~J() 同

一
来ないものキ測定の不正確なも の 10L ヨ♀ くお H 

i1:i 
く20 生

ったが 榔無いもの l h t-P. 、、'・ーーr， 

__/ -;j・• <;・0 1 
と思われる。普j己温泉と加熱i配泉 統

，]l ご ;{ユ 1 生

の款 を)111へ山:.は伽旧市内出 5| ケ。!l 

く，15 2 

泉o組、最に匹趨するもので共のm i '、5け

iI!h ~1教の割合に此して如何に優勢 '" 2D 30 40 50与や
くf5

"".7~ .~冒V G5ぜ二 1川

なものであるかが分る ~lP.n~:(一本の '1'ιJ勢力 Jま普通治!泉7)千 上手/Y.}

"))'1)約 1 51廷に相官?して居るので~~n l・凶1のもう力は旧別府ïlir^i i lif.泉勢力
民J4[， J 1./，¥lj 

を f~かに凄く強大なものである，

第P4支朝日石垣地l直i~L泉概況

|間期限||最大11噴気を 1

最 i来」圭一 1.iIi n'il 泉一 |慨に依り加熱さまLたiJ/]-:1:.: 

! i¥自由主;:
合む) i 州口 l活動口説平均糊!語3官五|糊口創刊itlfを一時淵fi1
1411:lm2川 I I m31 I 刊

2<;8m I 05 ! 00， lC I G.ι8x 10a I :-¥3 I 7，，'(; I 9.9メ 103 1 

以上 別府温泉を三地区tr分けて共の概況ミ述ぺたが全部を擁めて別府溜;J:~・1 概況
を示して本女の如く成る '; ~ :" 

!台帳而|開制n懸| 制泉it.1・|卒均|最大 |平 均 |最大i一目指先制的t
口 致吋|菩菩可弔二詞詞J町7τ，c淵噴蜘叙炉伊いm…村m枇仕タ合土?れ刊げ川山一‘J~治山y吟肘叩M竹肘》門マ

」川点端~ (一一J一一一一_1 -':一一一一一一一一よ 一一一一よ1 一一一~I一一一一一一~I-一一l一一一一干 一一一斗
J I I I L/勺引明;，1! I 4釘Ix川10仰:lm3 I 

蹴，2 I !li7…i円V3 川ω阪附，0川1 141. c町ι配仁 1'-'ド芯3.
0。叶 州 12内2

剖制5

“31，呪叫叩l即日1Il¥ :!:I}jSf::t1 I 一一"..:'''' : .v'v 1 ~~.. "'. I"u' ""1 _"V_ I-_v，-" '''l "'1 :!百万百千石 l 

加熱i::t泉北とは1噴気により加熱して使用する湯髭で有る c

第 4節結論

以上込挫，ぺてう来/<iげ7たこd虫如日〈今回の-Jデ;~出:'f，ir，千もぷμtトぷυ.凶J川ir，

列来4て共乙B儲閥』副j係から鎚j濯崖欣態を越ペたのでで‘あるがj共寺の要点をt将摘世向i記すれ:コi下シ心う如〈目成主る ♂

1. 蓄別府市内温泉に就て

付) 別府温泉地帯に於て最も穿孔数多く且つJ誌も干詩集せる地帯である 3

(ロ) 活動湧出口数は減少しつ Lある :diITW'泉脈で特に多く昭手fIs ~ t ・ に 1t校して約刊に減少

C 43 ) 



別府i恩来の車息調査の結果に就いて

して居るが，反面同の湯泉版海門寺泉脈では増加1して居る地域もあるつ

v'l 泉孔深度の地四的分不riはHJの湯泉眠で長も泌<，とれを返さ・かるにi足うて噌大し的ケ

出附近が最i架である。泉孔深度・はー棋に深まりつ Lある。

(コ) 泉温は昭和 8~ドに此して同の湯泉厭，悔門守泉脈で増1J11}与の他断片的な増加は有るも

査体"'1'均に於て約三 Cの減少を示して居る事は特に注目すべき事であるコ

同 紙湧出量は昭和a年に比して増減無きも雨IJ:効果活動湧出口の減少，泉孔年令の古い

事等を考慮して倒限公に達して居るか，或は設分減少の傾向にある ο

的 温泉湧出7kiLr:叉は静止水{u:1[;鑓・化は湧出量挫化と密接tJ.!l1.~係があるがイト回の調震は日

数費用の点で測定出来・なかった。市し重要なる要議であるから後日ぜひi!llJ定研究し友けれ

ばならぬ問題である。

(的 温泉の化穆的成分の測定も泉源趨移のj伏態を判断ずる有力な資料l乙成るからとの方萌

め研究も績行する必要があるコ

冊 以上の事から旧別府i!i温泉の泉源勢力は地域別泉脈問から考へると設分陰裕ある地境

もるるが，全般的に見て最早や倒限量か或は減衰の}Iた態にあるものとIliIJ断せられ之が原因

として)，庭女水量の鑓化2温泉水路の費化;3;反透水の質化、4温泉熱源のさま化等が考へられ

その内，2，，3)は今までの研究結果解明せられて居るも続いて研究検討すると共に必及(4)の型

化に就て有力なる閥測資料を得て解明出来ると思ふc 今後共必要な調子正研究を棋行ずると

共l亡不必要な探湯を制限し研究結果から泉源保護l亡寓査を期さなけれ!ま成らない。

2. 亀川温泉に就て

付) 亀川温泉lti別府温泉地帯の北部に在りて旧日リ府Tli内温泉に弐ぐ術集度と多数。孔散を

おっ地域でそ 0;泉ÿ/í;~効力は優勢であって別府温泉第二titの i!J.J11:¥量を持つ血の池Tl!Ldi荒あり高

温水を多量に:引III後火山作J1Jの旺盛な事を物語って居る。

l岡 市勤口教は昭f;n1i年て比して19口の増加を示して居るが之は調保季節の相異!と依るも

のが大部分である。

付 昭和1 7'rr と比蛇して泉曜は約.， υ 強i兎 IH~止は約二割jの増加を示し泉源勢力の減衰傾向

は全然鬼られない J

(コ) 以 kより亀川iR泉は現在に於て優勢ではあるが将来・!与との欣態を持演する傑必要なる

研究と多j策を貨施する必要がある 3
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JJIJ){.J:温泉の絡調査の結果iこ奇心、て

朝日石垣地直温泉に就て

は)朝日石崎地医温泉:'~ì 別府地泉地帯の中央及岡部で普通j毘泉あり明試ありて後火山 i乍f日

の最も旺盛な地区である υ

!ロi 共の活動口童文は三地区で最も少ないが会l~i~;i努力は最も強大で、ある。

付 納湧出量l主醤別府市内温泉と略々同長であるが王子均泉iNilは約 150
(] も尚<J七DJ... .1.i任

しである明筑や又は温泉或は工al~的に利用して居てtI!íliWJ出来ないものせ;で』汁1山ζ入って無

いものが有るのでそれf舎を入れるとその勢力[主淫Ir.強大なるものである 3

(サ 泉湿は三地区の内で最も高く最高 141.05C(明試)で平均泉iA.はn7.07Cであるコ

(ホ) 此の地区に釘する調森研究は今だ多くなくその賞品問なる論述は出来たいが将来はとの

方而¢研究調奈を強化しなければならなぬェ

ι. 別府温泉全体に就て

以上は各地区的な結論て・あるが別府温泉全休i乙就いて述べると下の如く成るニ

印 刷 (.JiA.泉の台帳岡口敏は!]()'i口口の多数であるも共の内現官ーに日勤してldる口教は約半

数の1070である。

帥最高泉iÆl.は明恭子L~入れると 111. OjC-C 金子均はI)>.O:'CI乙成る。

(1¥) 最大;鬼山正は海地獄D 、J82Lj.:¥Iで.:7(は血?)池地獄のヨ11 8 Lj}Iであって全千均はお.:~r.! 

/_:'IIである。叉共の一日推定統.ti!}J/:P，量(明気により加熱使用する湯量を合む)，ま I}j 7千日闘

の膨大友る一位に速する ω 向温泉として放出する土l~Jj争力はとの外自然的筑や観測。出来ない

もの等有りて一勝膨大なる量に達するであらうコ

炉) 別府温泉を地境的に見ると旧別府iti内温泉は前述の如 cl七の使川量は杢般的に見て凶

:世に達して居ると考へられ且つ44ーも密集せる地帯であるから，今後の保護地設には高金を

期して共のiVi:態を見守って行か友ければならぬ。亀川温泉は現在では少しの衰償傾向は見

られないも今後の欣態を調査研究しと¢勢力を持潰して行く諒最善つ努力が必要である J

朝日石底地区温泉は噴気が多〈現在までわ調子E研究が多〈無い鴻に決定的な事は云へなL、

が今回の調査を一つの土台として今後の調査を続行しょ!七の熱源保護施策を考へ怠ければf売

らぬコ肉眼t筑地帯と醤別府Ifj及亀川温泉¢関聯性については泉脈の閥係から考へて西南部

地帯の噴気孔と旧別府市内i毘泉北西部地帯の噴気孔と亀川温泉とは相常閥聯|主が育ると

考へられるも現注射気機構も不明で・あるから先づ噴気の性質を研究すると共に雨方の観測

( 45 ) 



別府ir.t;í~の紙調査の結果lζ止品、て

を密tζ行ひ共の定量的な開係を見出さなくては成らぬ。f"j現{F.lfl'r気に就て問先~~l~の礎化を

辿績自記させて居るも未だ整理を終へて胞ない。

将来は重要なる地点には試験井を端撃し共の観測を強化する事がぜひ必要である t

刷 物理的な調在研究と同時に化的著書な調査も温泉研究には主要なる事である s既に得ら

れた多くの資料と相作って将来は此の方i酎の研究を行ひ物瑚的な研究と併行して調奈研究

の寓杢を期す事が望ましい。

絡りにとの詞脊は大分l臨温泉研究命。〉費JIjによってなされ且炎熱のrl'をもωともせす=絡

始熱心に観測調査に従事せられた川端古川の耐理事土及撃生諸氏に依って完迭された。

The Statistics about Flow， Temperat1l1e etC of 

Beppu lIot Springs Kosauro Yama.shita 

In summel' 19J9， The TIerpu Gyophysieal Lahnratol'Y of Kyoto Univel'sity， 

cxaminec1 il州 .temperatul'e， depths of bOl'Ing， sites， etc. of ，、IIhot spl'ings ill Be[中II・Some

statistics al'e ohtained. The ruost attractive fact is tltat; in Old city of BepPI1， total flow 

almcst e'luals 10 that of 1933， Ll1t the mean temremtnrc loweled abollt 20c [l'om that of 

1933. 
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